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童謡・唱歌を
みんなで歌いましょう

　喬木村狼煙上げ実行委員会では恒例になりまし
た武田信玄狼煙上げを下記の日程で実施します。
根羽村の杣路峠から諏訪・富士見町までリレー方
式で狼煙をつないでいきます。
　狼煙や地域の歴史を知る良い機会ですので大
勢の皆さんの参加をお待ちしています。

８月３１日（土） 午前９時２０分現地集合（雨の場合中止）
富田　城山　加々須　茶臼山
狼煙作り体験・狼煙や地域の歴史の学習
他地域の狼煙の確認
特に必要ありません

日　時

場　所

内　容

持ち物

武田信玄狼煙上げお知らせ

（1） 令和元年 7月16日 第604号公民館報　　た　　か　　ぎ

　
今
年
度
一
回
目
の
平
和
学
習

会
の
テ
ー
マ
は
沖
縄
戦
で
す
。

　
一
フ
ィ
ー
ト
運
動
は
、
ア

メ
リ
カ
に
あ
る
膨
大
な
沖
縄

戦
の
記
録
フ
ィ
ル
ム
を
一
人

一
フ
ィ
ー
ト
ず
つ
購
入
し
た

運
動
で
、
購
入
フ
ィ
ル
ム
は

三
三
・
五
㎞
に
達
し
た
そ
う
で

す
。『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
沖
縄
戦
』

は
戦
後
五
十
年
に
あ
た
っ
て
ま

と
め
ら
れ
た
映
像
作
品
で
、
既

に
勝
利
が
見
え
て
い
た
米
軍
が

ど
の
よ
う
な
作
戦
で
戦
っ
た
の

か
が
よ
く
わ
か
る
と
と
も
に
、

そ
の
目
に
映
っ
た
沖
縄
の
姿
が

残
酷
な
ほ
ど
克
明
に
映
し
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
沖
縄
本
島
で
の
戦
争
は
昭
和

二
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
月

二
十
三
日
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
米
軍
は
そ
の
前
年
の
沖
縄

空
襲
の
折
に
詳
細
な
地
形
を
撮

影
し
て
地
形
図
・
立
体
模
型
を

　「
南
信
濃
の
下
伊
那
に
　
類

稀
な
る
大
村
は
」で
始
ま
る「
村

歌
」
は
明
治
四
十
二
年
作
ら
れ

た
。
作
詞
は
福
澤
青
藍
、
作
曲

は
長
谷
部
巳
津
次
郎
で
、
当
時

の
旧
制
の
飯
田
中
学
校
（
現
在

飯
田
高
校
）
の
教
師
で
し
た
。

二
人
に
依
頼
し
た
経
緯
に
つ
い

て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
村

歌
が
作
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

当
時
の
「
職
員
会
議
録
」「
学

校
日
誌
」
な
ど
に
断
片
的
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　
喬
木
村
は
、
明
治
八
年
、
阿

作
成
し
て
作
戦
を
立
て
ま
し

た
。

　
本
島
攻
撃
の
後
方
支
援
基
地

確
保
の
た
め
に
三
月
末
に
上
陸

し
た
慶
良
間
列
島
で
は
、
日
本

軍
と
と
も
に
多
く
の
住
民
も
山

中
に
逃
げ
、
七
〇
〇
人
の
住
民

が
集
団
自
決
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
東
洋
一
と
言
わ
れ
た
飛
行

場
を
も
つ
伊
江
島
で
は
住
民
も

武
器
を
も
っ
て
戦
い
、
そ
の
約

半
数
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
日

本
軍
司
令
部
が
置
か
れ
た
首
里

城
を
め
ぐ
る
首
里
攻
防
戦
で

は
、
わ
ず
か
三
㎞
を
四
十
日
間

と
い
う
壮
絶
な
戦
い
を
繰
り
広

げ
、
五
月
二
十
九
日
、
米
軍
が

首
里
城
占
領
。
司
令
部
は
摩
文

仁
に
撤
退
し
て
玉
砕
を
命
じ
、

泥
沼
の
狂
気
の
南
部
戦
線
へ
。

六
月
二
十
三
日
未
明
、
牛
島
司

令
官
自
決
。
そ
の
後
も
崖
か
ら

身
を
投
げ
る
人
々
、
自
決
。
沖

縄
戦
の
正
式
な
終
結
は
九
月
七

日
の
沖
縄
戦
降
伏
調
印
式
で
し

た
。
沖
縄
戦
の
犠
牲
者
は
日
米

双
方
で
二
〇
数
万
人
余
。
沖
縄

県
民
犠
牲
者
は
十
二
万
人
、
県

民
の
四
分
の
一
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。

　
学
習
会
後
半
は
『
琉
球
弧

の
歴
史
と
沖
縄

戦
』
と
題
し
て

飯
田
市
歴
史
研

究
所
の
田
中
雅

孝
先
生
の
講
演

を
お
聴
き
し
ま

し
た
。
様
々
な

研
究
が
進
み
歴

史
の
見
方
は
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ

て
き
て
い
る
そ

う
で
す
。
沖
縄

は
古
来
、
東
ア

ジ
ア
の
交
易
圏

の
中
心
に
位
置

す
る
豊
か
な
海
洋
国
家
で
、
琉

球
王
国
時
代
か
ら
明
治
初
め
ま

で
明
・
清
王
朝
の
臣
下
と
な
る

冊
封
・
朝
貢
外
交
を
続
け
ま
し

た
。
つ
ま
り
江
戸
初
期
の
島
津

氏
の
琉
球
侵
攻
後
も
完
全
に
幕

藩
体
制
下
に
入
っ
た
と
は
言
え

ず
、
外
交
権
を
持
つ
独
立
国
で

し
た
。
明
治
の
琉
球
処
分
（
廃

藩
置
県
で
沖
縄
県
と
な
る
）
は

国
家
併
合
だ
と
言
え
ま
す
。
戦

後
は
長
期
間
米
軍
施
政
権
下
の

軍
事
的
植
民
地
と
さ
れ
、
日
本

復
帰
後
も
在
日
米
軍
基
地
の
集上映の後、田中先生のお話しを聞きました

　
先
月
、Ｇ
20
の
環
境
関
係
閣

僚
会
議
が
軽
井
沢
で
開
か
れ

た
。今
、問
題
と
な
っ
て
い
る
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
へ

の
対
策
と
し
て
、国
際
的
な
枠

組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
合
意
し

た
。

　
私
が
注
目
し
た
の
は
、こ
の
会

議
に
合
わ
せ
た
高
校
生
た
ち
の

行
動
だ
。長
野
高
校
の
生
徒
は

「
ご
み
拾
い
を
し
て
音
楽
フ
ェ
ス

タ
に
参
加
し
よ
う
」と
提
案
、参

加
国
の
閣
僚
ら
に
英
語
で
ス
ピ
ー

チ
し
た
。県
内
で
開
催
す
る
ロ
ッ

ク
音
楽
フ
ェ
ス
タ
を
企
画
し
、開

催
前
に
各
地
で
ご
み
拾
い
活
動

を
行
っ
て
、参
加
者
に
チ
ケ
ッ
ト

を
配
ろ
う
と
い
う
の
だ
。長
野
市

内
の
用
水
路
な
ど
の
ご
み
拾
い
を

通
し
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
多

さ
に
驚
き
、海
の
な
い
長
野
県
に

も
責
任
が
あ
る
と
考
え
た
の
が

き
っ
か
け
だ
と
い
う
。ま
た
、上
田

高
校
の
生
徒
は
、ベ
ア
ド
ッ
ク
に
よ

る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
対
策
を
紹

介
、野
生
動
物
と
の
共
存
、生
態

系
の
保
全
に
つい
て
訴
え
た
。

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の

解
決
に
は
国
際
的
な
合
意
や
規

制
が
必
要
だ
。し
か
し
、そ
れ
を

守
っ
て
実
践
す
る
人
々
の
意
識

や
行
動
が
代
わ
ら
な
け
れ
ば
、

絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ
て
し
ま

う
。若
者
の
具
体
的
な
提
案
や

行
動
に
は
、未
来
を
変
え
て
く

れ
る
可
能
性
を
感
じ
る
。小
さ

く
て
も
い
い
、具
体
的
な
行
動

が
大
事
だ
と
私
は
思
う
。

　
今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
く

る
。屋
外
で
の
活
動
に
は
日
焼

け
止
め
が
欠
か
せ
な
い
。最
近

密
か
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
〝
サ
ン
ゴ
に
優
し
い
日
焼
け

止
め
〞と
い
う
商
品
だ
。海
に
流

れ
出
し
て
も
サ
ン
ゴ
へ
の
影
響

が
な
い
ら
し
い
。　
　 

（
館
長
）

中
と
い
う
「
構
造
的
沖
縄
差

別
」の
状
態
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　
お
話
の
中
で
と
り
わ
け
心
に

残
っ
た
の
は
、
戦
後
伊
江
島
で

「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
に

よ
る
土
地
強
奪
を
受
け
な
が
ら

米
軍
に
対
し
て
非
暴
力
主
義
の

抵
抗
を
行
っ
た
阿
波
根
昌
鴻
さ

ん
の
陳
情
規
定
の
一
文
で
す
。

「
人
間
性
に
お
い
て
は
生
産
者

で
あ
る
我
々
農
民
の
方
が
軍
人

に
優
っ
て
い
る
自
覚
を
堅
持

し
、
破
壊
者
で
あ
る
軍
人
を
教

え
導
く
心
構
え
が
大
切
で
あ

る
。」

　「
琉
球
弧
」
と
は
、
国
家
と

い
う
視
点
に
と
ら
わ
れ
ず
、
大

陸
の
先
進
文
明
を
追
い
か
け
る

の
で
は
な
く
、
各
々
の
地
域
を

足
場
に
し
て
考
え
る
と
い
う
視

点
を
持
つ
言
葉
だ
そ
う
で
す
。

前
半
の
映
像
の
初
め
に
流
さ
れ

た
次
の一
文
の
よ
う
な
、
明
る
く

開
か
れ
た
風
を
感
じ
ま
し
た
。

　「
人
間
と
人
間
が
殺
し
合
う

残
虐
な
戦
争
を
い
っ
さ
い
拒
否

し
て
、
こ
の
沖
縄
を
世
界
平
和

の
原
点
に
し
た
い
と
念
願
し

た
。」

　
近
畿
地
方
が
未
だ
梅
雨
入
り

せ
ず
、
村
内
で
は
数
日
前
に
降

雹
が
あ
り
果
樹
園
や
畑
で
農
作

物
の
被
害
が
出
る
と
い
う
異
常

気
象
。
週
末
に
は
大
雨
の
予
報

を
受
け
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
六
月

十
六
日
（
日
）
公
民
館
楽
遊
塾

第
二
講
座
「
童
謡
唱
歌
を
唄
い

ま
し
ょ
う
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
師
に
は
清
水
正
則
さ

ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
巧
み
に

演
奏
し
て
下
さ
り
、
一
曲

目
は
「
春
の
小
川
」
を
歌

い
ま
し
た
。

　
先
生
の
歌
声
は
多
目
的

ホ
ー
ル
の
隅
々
ま
で
響
き
わ

た
る
声
で
七
十
九
才
と
は

清水先生の伴奏に合わせて童謡を楽しく歌う

思
え
な
い
声
量
で
し
た
。
元
気

の
秘
訣
は
「
大
き
な
声
で
唄
う

こ
と
」
と
の
こ
と
。

　
選
曲
は
長
野
県
に
所
縁
の
あ

る
曲
が
多
く
、
全
十
五
曲
。
参

加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
も
と
て

も
に
こ
や
か
で
、
故
郷
の
山
、

川
、
田
、
畑
等
の
原
風
景
を
思

い
出
し
な
が
ら
歌
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
曲
の
初
め
に
曲
が
出
来
上
が

る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
作
詩

者
作
曲
者
の
生
い
立
ち
を
と
て

も
詳
し
く
、
興
味
深
く
話
し
て

下
さ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
二
時
間
と
い
う
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
う
っ
と
う

し
い
梅
雨
の
気
分
を
吹
き
飛
ば

し
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

島
・
小
川
・
伊
久
間
・
富
田
・
加
々

須
村
が
合
併
、
発
足
し
た
。
一

村
で
五
校
の
地
域
が
異
な
る
独

立
校
（
阿
島
、
大
島
・
加
々

須
、
小
川
・
伊
久
間
、
富
田
、

大
和
知
・
氏
乗
）
の
小
学
校
の

教
育
内
容
の
統
一
を
図
る
目
的

で
「
喬
木
村
各
小
學
校
職
員
曾

会
」
を
立
ち
上
げ
、
村
長
・
役

場
職
員
と
校
長
・
教
職
員
で
、

月
一
回
、
会
議
が
開
か
れ
て
い

た
。
そ
の
会
に
「
郷
土
唱
歌
」

作
製
の
委
員
会
を
作
り
、
作
詩

者
と
歌
詞
の
訂
正
の
打
合
せ
な

ど
を
し
、
謝
礼
は
「
蛇
の
目
傘

二
本
、
代
金
二
円
五
〇
銭
」
を

支
払
、十
一
月
十
三
日「
村
歌
」

と
し
て
完
成
、一
六
日
に
は「
村

歌
講
習
ノ
タ
メ
　
中
学
福
澤
教

諭
の
許
へ
出
張
セ
シ
モ
病
気
二

依
リ
延
期
ト
ナ
ル
」
と
「
学
校

日
誌
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に「
郷
土
唱
歌
」が「
村

歌
」
と
な
り
、
小
学
校
で
教
え

ら
れ
、各
学
校
の
「
校
歌
」（
村

歌
の
七
、八
番
の
歌
詞
参
照
）

に
な
り
、
卒
業
生
が
歌
い
続
け

る
中
で
、「
村
の
歌
」と
な
っ
た
。

　
明
治
四
十
五
年
、
学
校
問
題

も
解
決
し
、
喬
木
第
一、
第
二

小
学
校
の
二
校
と
な
っ
た
。
戦

後
は
喬
木
第
一・
喬
木
第
二
小
学

校
、喬
木
中
学
校（
富
田
部
校
）

が
設
置
さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌

が
で
き
た
。村
民
の
和
を
願
う
、

「
唱
歌
・
校
歌
・
村
歌
」
の
精

神
を
大
切
に
と
村
当
局
が
、
昭

和
四
十
六
年
に
改
め
て
村
歌
と

し
て
公
告
し
、正
式
に
「
村
歌
」

と
決
め
、
村
の
行
事
等
で
村
歌

を
歌
い
続
け
て
い
る
市
町
村
は

県
下
で
も
稀
有
で
あ
る
。

　
ま
た
、
喬
木
村
発
足
一
一
五

年
を
記
念
し
て
、
村
内
の
史
跡

に
「
村
歌
碑
」
十
五
基
を
含
む

二
十
四
基
の
記
念
碑
を
そ
れ
ぞ

れ
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
建
立
、

村
歌
に
つ
い
て
は
、
歌
詞
に
詠

わ
れ
て
い
る
場
所
に
建
立
さ
れ

て
い
る
。

歴史民俗資料館前の村歌碑（揮毫　市瀬尚夫）



た
か
ぎ
短
歌
会

水
無
月
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詠
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介
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全
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よ
く
雨
が
降
る
。九
州
は
大

変
な
雨
量
で
被
害
が
出
て
い

る
。最
近
の
雨
は
集
中
し
て
降

る
量
が
大
量
で
む
か
し
と
は
、

く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。九

州
地
方
で
は
大
き
な
地
震
の

あ
っ
た
年
か
ら
、毎
年
ど
こ
か

で
集
中
豪
雨
が
あ
る
と
い
う
。

私
た
ち
は
三
六
災
害
が
あ
り
そ

の
時
の
話
を
受
け
つ
い
で
行
く

必
要
が
あ
る
。早
め
の
行
動
が

必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、今
ま

で
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
大
丈

夫
、な
ど
と
い
う
の
が
通
用
し

な
く
な
っ
て
い
る
と
思
っ
た
方

が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
選
挙
が
始
ま
る
。自
分
の
票

な
ど
た
い
し
た
事
は
な
い
な
ど
と

思
わ
な
い
で
、一
票
で
変
わ
ら
な
い

と
思
わ
な
い
で
、一
票
は
唯
一
今
の

社
会
で
、平
等
な
権
利
だ
か
ら
。

　
喬
木
剣
道
ク
ラ
ブ
は
保
育
園

児
一
人
、
小
学
生
八
人
、
中
学

生
二
人
の
十
一
人
の
ク
ラ
ブ
で

す
。

　
喬
木
剣
道
ク
ラ
ブ
を
築
き
上

げ
て
く
れ
た
、
こ
の
道
三
十
年

の
ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
の
原
秀
樹

先
生
に
は
じ
ま
り
、
長
野
県
代

表
現
役
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る

熊
谷
伸
昭
先
生
、
先
日
、
六
段

に
昇
段
し
た
女
性
剣
士
の
尾
曽

恵
子
先
生
に
よ
り
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
個
性
を
見
極
め
て
、
子

供
達
の
持
っ
て
い
る
力
を
引
き

出
す
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
継
続
し
て
、
行
わ
れ
る
火
曜

会
（
オ
ー
プ
ン
参
加
）
の
稽
古

に
は
、
飯
田
市
下
伊
那
の
小
学

生
か
ら
社
会
人
ま
で
、
熊
谷
先

生
の
指
導
を
仰
ぎ
た
く
体
育
館

は
毎
週
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
六
月
九
日
（
日
）
に
行

わ
れ
た
、
第
一
〇
七
回
飯
伊
地

区
春
季
剣
道
大
会
（
飯
田
地
区

剣
道
連
盟
主
催
）に
お
い
て
は
、

喬
木
村
剣
道
ク
ラ
ブ
の
選
手
六

人
が
入
賞
、
小
学
五・六
年
女
子

の
部
は
上
位
を
全
て
喬
木
剣
道

ク
ラ
ブ
が
独
占
と
優
秀
な
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
に
行
わ
れ
た
道

場
連
盟
の
県
大
会
で
は
、
飯

田
・
下
伊
那
の
代
表
と
し
て
個

人
戦
に
出
場
し
、
筒
井
南
心
さ

ん
が
準
優
勝
、
熊
谷
心
菜
さ
ん

が
ベ
ス
ト
八
と
好
成
績
を
残
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
喬
木
村
の
「
喬
木
」
と
い
う

字
は
「
き
ょ
う
ぎ
」
と
も
読
め

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
人
口
の

多
い
喬
木
村
が
競
技
（
き
ょ
う

ぎ
）
が
盛
ん
な
村
と
し
て
、
県

下
に
も
発
信
で
き
る
よ
う
、
喬

木
剣
道
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
か
ら

も
稽
古
に
励
ん
で
行
き
ま
す
‼

　
随
時
、
喬
木
剣
道
ク
ラ
ブ
の

仲
間
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
で
も
見
学
に
お
越
し
下
さ

い
。
練
習
は
毎
週
火
曜
日
の
午

後
六
時
半
よ
り
八
時
半
、
土
曜

日
の
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
半

紹
介
者
：
内
山
清
彦

喬木剣道クラブの皆さん

中央社会体育館会場　優勝　伊久間Ａ

中学校体育館会場　優勝　南Ｂ

県大会へ出場した喬木少年野球クラブ

『第107回飯伊地区春季剣道大会の結果』
◇小学校以下男女の部
　優勝　宮沢　結望さん
　２位　高尾　　蓮さん

◇小学校３年男子の部
　優勝　熊谷　俊祐くん

◇小学５・６年女子の部
　優勝　筒井　南心さん
　２位　熊谷　心菜さん
　３位　内山　心晴さん

　
六
月
三
十
日
（
日
）、
分
館

対
抗
女
子
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
中
央
社
会
体
育
館
と

中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
十
一
分
館
か
ら
十
四
チ
ー
ム

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
分
館

が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
白

熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
若
い
人
か
ら
年
輩
の

方
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

朝
な
さ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
見
る
家
家
の
車
は
な
べ
て
高
齢
者
マ
ー
ク

田
中
　
妙
子

言
論
の
自
由
な
ど
と
嘯

う
そ
ぶ

き
て
「
戦
争
」
と
ふ
意
味
何
と
解
す
る

市
瀬
　
准
子

眠
ら
れ
ぬ
午
前
三
時
の
ラ
ジ
オ
か
ら
亡ち

ち父
の
十お

は

こ

八
番
の「
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
」

小
椋
　
り
よ

初
孫
を
見
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
逝
き
し
父
母
思
い
め
ぐ
ら
し
我
が
孫
を
抱
く

知
久

　
美
子

採
り
立
て
の
野
菜
持
ち
行
く
直
売
所
小
さ
な
小
さ
な
我
の
楽
し
み

木
下
　
寿
子

猫
に
ゃ
ん
に
座
椅
子
奪
は
れ
文
句
言
ふ
可
愛
い
く
せ
に
許
せ
ぬ
か
夫

関
島

　
春
子

山
鳩
の
声
う
る
ま
せ
る
若
葉
雨
裏
山
日
ご
と
に
緑
し
た
た
る

大
村
　
初
見

平
成
の
最
後
の
年
も
奈
良
井
川
北
の
海
へ
と
一
途
に
流
る桐

原
　
邦
夫

母
の
日
に
貰
い
し
庭
の
ク
レ
マ
チ
ス
数
多
咲
き
初
め
我
を
呼
び
よ
す

内
山
　
和
子

中
国
よ
り
稼
ぎ
来
し
人
と
朝
な
さ
に
言
葉
を
交
わ
す
笑
み
浮
か
べ
つ
つ

元
島
　
康
子

五
月
尽
名
残
の
水
仙
収
ま
り
て
代
わ
り
に
牡
丹
が
七
色
に
咲
く

多
田
　
　
昭

鬼お
ん
で
こ

太
鼓
の
バ
チ
の
捌
き
も
軽
や
か
に
ホ
テ
ル
の
門か
ど

に
て
邪
気
打
ち
払
ふ

福
澤
　
亀
人

　
六
月
十
九
日
、
高
円
宮
賜
杯

第
三
十
九
回
全
日
本
学
童
軟
式

野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
長
野
県
予
選
大

会
に
出
場
す
る
喬
木
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
の
選
手
の
激
励
会
が
行

わ
れ
、
村
長
か
ら
励
ま
し
の
言

葉
を
受
け
る
と
共
に
、
激
励
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
六
月
二
十
二
・

二
十
三
日
に
松
本
市
営
球
場
等

で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に
て
中

信
地
区
の
吉
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
対
戦
。
奮
闘
し
ま
し
た
が

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年

も
県
大
会
に
出
場
し
、
健
闘
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

決勝戦・３位決定戦
結　果　表

優　勝：伊久間Ａ
準優勝：馬場
３　位：帰牛原Ａ

伊久間Ａ
（Ａコート１位）

馬場
（Ｂコート１位）

2 1

中央社会体育館会場

町
（Ａコート２位）

帰牛原Ａ
（Ｂコート２位）

1 2

決勝戦

３位決定戦

優　勝：南Ｂ
準優勝：北
３　位：富田

南Ｂ
（Ｃコート１位）

北
（Ｄコート１位）

2 1

中学校体育館会場

伊久間Ｂ
（Ｃコート２位）

富田
（Ｄコート２位）

0 2

決勝戦

３位決定戦


